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福生市 子育てに関するアンケート調査票 

（就学前児童用） 

 
皆様には、日ごろより市政に御理解と御協力を賜り誠にありがとうございます。 
さて、本市では、平成 17 年度から次世代育成支援行動計画（前期）に基づき「子育ての

喜びが実感できるまち」を基本理念として、子育て支援のための施策を実施しております。 
 この計画は、目まぐるしい社会情勢の変化や子どもを取巻く環境の変化等に迅速に対応

していくために、平成 21 年度に計画の見直しを行い、平成 22 年度から平成 26 年度まで

の 5 年間を後期計画として策定することが義務付けられています。このため、後期行動計

画の策定に向けて、子育てをされている皆様に子育てに関する生活実態や御意見などにつ

いてお伺いすることを目的に、この調査を実施することといたしました。 
調査票の質問が多く、回答の際にはお手数をおかけしますが、なにとぞ趣旨を御理解い

ただき、御協力くださるようお願いいたします。 
 
平成 21 年 2 月 

福生市長 加 藤 育 男 
                                       

 
 

１ この調査票の対象者 

未就学児童とその保護者（児童１,２００人無作為抽出） 
※調査票への記入は保護者の方が行ってください。 

 
２ 回答方法等 

(1) あてはまる回答の番号に○をつけてください。質問によっては、数字などを記入

していただくものもあります。 
(2) 調査票の記入にあたっては、平成 21 年 1 月 1 日時点での状況を基準にしてくだ

さい。 
(3) 同封した封筒で平成 21 年 2 月 28 日(土)までにご返送ください。（切手不要） 

 
３ プライバシーの保護等について 

本調査の回答は無記名のため、個人が特定されることはありませんのでプライバ

シーは確実に守られます。 
回答にあたって、お答えになりたくない項目については、無理にお答えいただく

必要はありません。また、そのことによって不利益を受けるようなことは一切あり

ません。 
 

４ 集計結果について 

集計結果につきましては、平成 21 年 8 月から市役所・図書館・ホームページ等

でご覧いただけます。 
 

５ お問合せ先 

福生市役所 子ども家庭部 子ども育成課 （電話５５１－１７３３） 



問1 封筒のあて名のお子さんの生年月をお伺いします。

年 月　生まれ

問2

人 末子の年齢 歳

問3

　1.　父母同居 　4.　祖父同居

　5.　祖母同居 　6.　祖父近居 　7.　祖母近居 　8.　その他

問4

　１．日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

　２．緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる

　３．日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

　４．緊急時もしくは用事の際には、子どもを預けられる友人・知人がいる

　５．いずれもない

問4-1

　１．祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない

　２．祖父母の身体的負担が大きく心配である

　３．祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

　４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問4-2

　１．友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない

　２．友人・知人の身体的負担が大きく心配である

　３．友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

　４．自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

　５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

平成

問4-1は、問４で「1.」または「2.」を選ばれた方にお伺いします。あてはまる答えの番号す
べてに○をつけてください。

封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっ
しゃる場合、末子の年齢（平成21年4月1日現在の年齢）をご記入ください。

あて名のお子さんとの同居・近居（概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の状況についてお伺
いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはまる答えの番号すべてに○をつけ
てください。

　2.　父同居(ひとり親家庭) 　3.　母同居(ひとり親家庭)

問4-2は、問４で「3.」または「4.」を選ばれた方にお伺いします。あてはまる答えの番号す
べてに○をつけてください。

友人や知人に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号すべて
に○をつけてください。

１.封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。

日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてく
ださい。

祖父母に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号すべてに○
をつけてください。

1



問5

　1.　主に父親 ２．主に母親 ３．主に祖父母 ４．その他

問6

（１）父親　【母子家庭の場合は記載不要】

　1.　就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない

（2）母親　【父子家庭の場合は記載不要】

　1.　就労している（フルタイム；産休・育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない
（→　問7-1へ）

（→　問8へ）

あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えの番号に１つ
だけ○をつけてください。続柄はあて名のお子さんから見た関係です。

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。あてはまる答えの番号に１つだけ
○をつけてください。併せて、〔　　　〕に数字の記入をお願いします。

【　1週当たり〔　　  　〕時間　　・　　帰宅時間　〔　　　　　〕時　　】　

【　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③　希望はない　】

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

２.封筒のあて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。

【　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③　希望はない　】

【　1週当たり〔　　  　〕時間　　・　　　帰宅時間　〔　　　　　〕時　　】　

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】
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問7

　1.　有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）

　2.　有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）

　3.　無

問7-1

　1.　フルタイムによる就労

　2.　パートタイム、アルバイト等による就労（１週当たり〔　　〕日・１日当たり〔　　〕時間）

問7-2

　1.　保育サービス（＊）が利用できれば就労したい

　2.　働きながら子育てできる適当な仕事がない

　3.　自分の知識、能力にあう仕事がない

　4.　家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

問7-3

就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっとも近い答えの番号に１つだけ
○をつけてください。

あて名のお子さんも含めて末子が何歳になったときに就労を希望されますか。

　5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（→　問8へ）

問７は、問６の「（２）母親」で「4.　以前は就労していたが、現在は就労していない」また
は「5.これまでに就労したことがない」を選ばれた方にお伺いします。該当しない方は、問８
へお進みください。

母親の就労希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。

（→　問7-1へ）

（→　問7-1へ）

（＊）この調査において「保育サービス」とは、【認可保育園、認証保育施設、認定子ども園、
家庭的な保育（保育ママ）、勤務先の保育施設、その他の保育施設、幼稚園、ベビーシッ
ター、ほっとサービスで、定期的に受けているサービス】としています。
　以下の設問も同様の定義です。サービスの説明については、問9-1を参照してください。

歳になったとき

問7-3は、問7で「2.有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」を選
ばれた方にお伺いします。

就労希望の形態はどのようなものですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてくださ
い。（パート、アルバイトを希望の方は１週当たり日数及び１日当たり時間も記入してくださ
い。）

問7-1及び問7-2は、問7で「1.有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）」、「2.有
（1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」を選ばれた方にお伺いしま
す。
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問8

　1.　離職した

　2.　継続的に働いていた（転職も含む）

　3.　出産１年前にすでに働いていなかった

問8-1

　1.　保育サービスが確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労していた

　4.　家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

   5.　いずれにしてもやめていた

   6.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問9

　1.　利用している （→　問9-1へ）

　2.　利用していない （→　問9-４へ）

問8-1は、問8で「１．離職した」を選ばれた方にお伺いします。「２．」「３．」を選ばれた
方は、問9にお進みください。

封筒のあて名のお子さんの現在の保育サービス（P3の定義参照）の利用の有無についてお伺いし
ます。日頃、定期的にお子さんを預けるサービスを利用していらっしゃいますか。

３.保育サービスの利用についてお伺いします。

　2.　職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が
　　整っていれば、継続して就労していた

仕事と家庭の両立を支援する保育サービスや環境が整っていたら、就労を継続しましたか。次の

中から、あなたのお考えにもっとも近い答えの番号に１つだけ○をつけてください。

母親のみなさんすべてにお伺いします。

（→　問8-1へ）

　3.　保育サービスと職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた

封筒のあて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。あてはまる
答えの番号に１つだけ○をつけてください。

（→　問9へ）

（→　問9へ）

問9はすべての方にお伺いします。
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問9-1

【日中の定期的保育】

　6.　その他の保育施設

　7.　幼稚園（通常の就園時間）

問9-2

１週当たり 日 １日あたり 時間 （ 時～ 時）

問9-3

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　1.　現在就労している

　2.　就労予定がある／求職中である

　3.　家族・親族などを介護しなければならない

　4.　病気や障害を持っている

　5.　学生である

　6.　１～５までの事情はないが、子どもの教育のため

　2.　家庭的な保育
　　　（保育ママ：保育者の家庭等で
　　　子どもを預かるサービス）

　1.　認可保育所
　　　（国が定める最低基準に適合した
　　　施設で都道府県等の認可を受けたもの）

   10.   ほっとサービス （地域住民によ
      る子どもの預かりサービス）

利用されている理由についてお伺いします。主な理由の番号を１つだけ選んで○をつけてくださ
い。

問9-2及び問9-3は、問9-1で「１.」～「8.」の選択肢を選ばれた方にお伺いします。

封筒のあて名のお子さんは、現在、どのような子育て支援サービスを利用していますか。不定期
に利用されるものも含めて、利用されているものすべてに○をつけてください。

問9-1～問9-3は、問9で「1.　利用している　」を選ばれた方にお伺いします。

　7.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　8.   幼稚園の預かり保育（通常の就園
　　時間を延長して預かるサービス）

現在の保育サービスの利用状況についてお伺いします。

１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）保育サービス(延長保育なども含めま

す）を利用していらっしゃいますか。枠内に具体的な数字でお答えください。時間は、必ず

9:00～18:00（例）のように24時間制でご記入ください。

　5.　認定こども園
　　　（保育施設と幼稚園が一体化した施設）

　4.　認証保育施設
　　　（認可保育所ではないが、都が認証
       した施設）

　3.　勤務先の保育施設
　　　（企業が従業員用に運営する施設）

   9.  ベビーシッター
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問9-４

　1.（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）必要がない

　3．近所の人や父母の友人・知人がみている

　4．預けたいが、保育サービスに空きがない

　6.　預けたいが延長・夜間等の場所や時間帯の条件が整わない

　8．子どもがまだ小さいため。（　　　歳くらいになったら預けようと考えている）

問10

【日中の定期的保育】

　7.　幼稚園（通常の就園時間）

　6.　その他の保育施設   14.　特にない

  10.  ベビーシッター

  11.   ほっとサービス （地域住民による
      子どもの預かりサービス）

封筒のあて名のお子さんに関して、今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、

（利用日数・回数や利用時間が）足りていないと思う保育サービスはどれですか。現在就労して

いないが、今後就労希望のある方は、就労した場合を想定してお答えください。次の中からあて

はまる答えの番号を上位２つ以内で選んで○をつけてください。

サービスの利用希望について、すべての方にお伺いします。

　4.　認証保育施設
　　　（認可保育所ではないが、都が認証
       した施設）

　1.　認可保育所
　　　（国が定める最低基準に適合した
　　　施設で都道府県等の認可を受けたもの）

　2.　家庭的な保育
　　　（保育ママ：保育者の家庭等で
　　　子どもを預かるサービス）

　3.　勤務先の保育施設
　　　（企業が従業員用に運営する施設）

　8.   幼稚園の預かり保育（通常の就園
　　時間を延長して預かるサービス）

   9.  延長保育

　5.　認定こども園
　　　（保育施設と幼稚園が一体化した施設）   13.　病児・病後児保育

保育サービスを利用していない理由は何ですか。主な理由の番号を１つだけ選んで○をつけてく
ださい。

　2．子どもの祖父母や親戚の人がみている

　5．預けたいが、経済的な理由でサービスを利用できない

   9．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　7．預けたいが、サービスの質や場所など、納得できるサービスがない

 12.　一時保育
　　　（私用など理由を問わずに保育所など
　　　で一時的に子どもを預かるサービス）

問9-４は、問9で「２.　利用していない　」を選ばれた方にお伺いします。
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問10-1

１週当たり 日 １日あたり 時間 （ 時～ 時）

１週当たり 日 １日あたり 時間 （ 時～ 時）

問10-2

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　1.　現在就労している

　2.　現在就労しているが、もっと日数や時間を増やしたい

　3.　就労予定がある／求職中である

　4.　そのうち就労したいと考えている

　5.　就労していないが、子どもの教育などのために子どもを預けたい

　6.　家族・親族などを介護しなければならない

　7.　病気や障害を持っている

　8.　学生である／就学したい

　9.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問11

【土曜日】

　1.　ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯をお答えください。

　2.　月に１～２回は利用したい

　3.　利用希望はない

【日曜日・祝日】

　1.　ほぼ毎週利用したい 利用したい時間帯をお答えください。

　2.　月に１～２回は利用したい

　3.　利用希望はない

（　　　　　　時～　　　　　 　時）

選択したサービス番号

封筒のあて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、保育サービスなど（一時的な利用

は除きます）の利用希望がありますか。

※保育サービスなどとは、保育所、幼稚園、認可外保施設などの事業を指しますが、親族・知人

による預かりは含みません。

選択したサービス番号

（　　　　　　時～　　　　　 　時）

サービスを利用したいと考えている理由はどのようなことですか。次の中からもっともあてはま
るものを１つだけ選んで○をつけてください。

封筒のあて名のお子さんの土・休日の保育について、すべての方に希望をお伺いします。

今後の利用希望についてお伺いします。
１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）保育サービス(延長保育なども含めま
す）を希望しますか。枠内に具体的な数字でお答えください。時間は、必ず　9:00～18:00
（例）のように24時間制でご記入ください。

問10-1及び問10-2は、問10で「１.」～「9.」の選択肢を選んだ方にお伺いします。選択されたサー
ビスそれぞれについてお答えください。
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問12

　1.　あった

　2.　なかった

問12-1 問12-2

日　

日　

日　

日

日

日

日

日

日

（半日程度についても１日とし
てカウントしてください。）

2. 母親が休んだ できれば施設等に預けたい　　　　　  　日

「父親または母親が休んだ」、「親族・知人に預け
た」欄に回答された方に伺います。その際、できれば
施設に預けたいと思われた日数はどれくらいあります
か。枠内に日数を記入してください。

この１年間の対処方法とそれぞ
れの日数は概ね何日ですか。あ
てはまる答えの番号すべてに○
をつけ、それぞれの日数を記入
してください。

この１年間の、お子さんが病気やケガで通常の保育サービスが利用できなかった場合の対処方法と、仕
事を休んだ日数はどれくらいありましたか。父親、母親等それぞれについてお答えください。

6. ベビーシッターを頼んだ

3. (同居者を含む)
親族・知人 に預
けた

4. 就労していない保護者がみた

5. 病児・病後児の保育サービスを利用した
　（保育所で実施しているサービスを含む）

7. ほっとサービスにお願いした

9. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

8. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた

４.あて名のお子さんの病児・病後児保育についてお伺いします。

1. 父親が休んだ

（→　問12-1,2へ）

（→　問13へ）

（＊）この調査において「保育サービス」とは、【認可保育園、認証保育施設、認定子ども園、
家庭的な保育（保育ママ）、勤務先の保育施設、その他の保育施設、幼稚園、ベビーシッ
ター、ほっとサービスで、定期的に受けているサービス】としています。
　以下の設問も同様の定義です。サービスの説明については、問9-1を参照してください。

保育サービスを利用している保護者の方にお伺いします。この１年間に、あて名のお子さんが病
気やケガで通常の保育サービス（＊）が利用できなかったことはありますか。
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問13

　1.　ある　→　年間 日

（理由別）

日

日

日

　2.　ない

問14

月に 日くらい

問15

　1.　あった（預け先が見つからなかった場合を含む）

　2.　なかった

問15-1 問15-2

泊　→

泊

泊

泊

泊

問16

　1.　利用したい → 週 日くらい

　2.　利用予定はない

５.すべての方に、あて名のお子さんの一時保育についてお伺いします。

1.非常に困難

※ショートステイ事業を実施し
ている施設、認可外保育施設、
ベビーシッターなど

2.どちらかというと困難

６.すべての方に、あて名のお子さんの宿泊を伴う一時保育についてお伺いします。

今は一時保育を利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やした
いと思いますか。希望がある方は枠内に数字をご記入ください。

８.ベビーシッターを利用していらしゃる方にお伺いします。

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

あて名のお子さんについて、小学校入学以降の放課後の過ごし方について、学童クラブを利用し
たいと思いますか。
【学童クラブ…保護者の就労等により、放課後、帰宅しても保護者がいない児童（主に小学１
～4年生）に遊びや生活の場を提供するものです。】

4. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた

3.特に困難ではない

2. 保育サービス（※右下注）を利用した

3. 仕方なく子どもも同行させた

1.(同居者を含む)
  　親族・知人に
  　預けた

　① 私用（買物、習い事等）、
　　リフレッシュ目的

　③ 就労

この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠婚

葬祭や子どもの保護者の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預け

たことはありましたか。（半日程度についても１日としてカウントしてください。）

　② 冠婚葬祭、子どもの保護者の病気

この１年間に、保護者の用事などにより、あて名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けなけ
ればならないことはありましたか。

７.すべての方に、学童クラブの利用についてお伺いします。

その場合の困難度はどの程度でしたか。（あてはま
る答えの番号１つに○をつけてください。）

（→　問16へ）

（→　問15-1,2へ）

この１年間の対処方法とそれぞ
れの宿泊数は概ね何日ですか。
あてはまる答えの番号すべてに
○をつけ、それぞれの日数を記
入してください。
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問17 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　1.　主たる保育サービスとして利用している

　2.　保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）

　3．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

　4．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している

　5．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

　6．その他の目的で利用している

月に 日くらい １回あたり 時間程度

問18

　1.　利用している

　2.　利用していない

問18-1 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　1.　主たる保育サービスとして利用している

　2.　保育施設等の利用で足りない時間を補う目的で利用している（朝・夕等）

　3.   子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

　4.   祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している

　5.   親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

   6.　保育施設等の送り迎えに利用している

　7.  その他の目的で利用している

問18-2 どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。

月に 日くらい １回あたり 時間程度

問18-3 利用日数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字をご記入ください。

月に 時間くらい

問18-4 今は利用していないが、できれば利用したい方は、枠内に数字をご記入ください。

月に 時間くらい

（→　問18-4へ）

10.育児休業制度の利用についてお伺いします。

ほっとサービスを利用していますか

（→　問18-1,2,3へ）

【ほっとサービス…子育ての手助けをしてほしい人（利用会員）と、子育てのお手伝いをした
い人（提供会員）が会員登録し、お互いに助け合う相互援助組織です。主な活動は、子どもの
一時的な預かりや保育園への送迎等です。利用に際しては、利用料が必要です。】

９.すべての方に、ほっとサービスの利用についてお伺いします。

問17-1　どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。
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問19

　1.　母親が利用した

　2.　父親が利用した

　3.　母親と父親の両方が利用した

　4.　利用しなかった （→　問20へ）

問19-1

子どもは ヶ月だった

問19-2

　1.　育児休業期間を調整せずにできた

　2.　育児休業期間を調整したのでできた

　3.　できなかった

　4.　希望しなかった

問19-3

2.  長くした ヶ月 3.  短くした ヶ月

問19-4

　1.　希望とは違う認可保育所を利用した

　2.　事業所内の保育サービスを利用した

　3.　上記以外の保育サービスを利用した

　4.　家族等にみてもらうことで対応した

　5.　仕事を辞めた

育児休業明けに、希望する保育サービスをすぐ利用できましたか。あてはまる答えの番号に○を
つけてください。

（→　問19-1へ）

（→　問19-4へ）

1.  変わらない

問19-1及び問19-2は、母親又は父親が育児休業を取得されていた方についてお伺いします。

育児休業から復帰なさったとき、お子さんの月齢は何ヶ月でしたか。枠内に、具体的に数字でご
記入下さい。（お子さんが１歳以上の場合も月に換算してお答えください。問19で「３．」とお
答えになった方は、最後の育児休業利用者が復帰された時についてお答えください。）

封筒のあて名のお子さんについて、母親又は父親が育児休業制度を利用しましたか。あてはまる
答えの番号に○をつけてください。

（→　問19-3へ）

「2.　育児休業期間を調整したのでできた」を選ばれた方にお伺いします。育児休業明けに希望
する保育サービスが確実に利用できたとしたら、育児休業は実際に取得した期間と変わりました
か。あてはまる答えの番号に○をつけ、「2.」及び「3.」を選ばれた方は、枠内に数字でご記入
ください。

「3.  できなかった」を選ばれた方にお伺いします。どのように対応されましたか。
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問20

　　　　１週あたり　〔　　　〕回

　２.  利用していない

問21

　　　　１週あたり　〔　　　〕回

　　　　１週あたり　〔　　　〕回

　３.　特にない

問21-1

　1.　利用したいサービスが地域にない 6．時間がない

　２.　地域のサービスの質に不安がある

　2.　子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）の利用日数を増やした
　　　い

封筒のあて名のお子さんは、現在、子育て支援拠点事業（児童館、福祉センター及び地域会館等

に親子が集まって過ごしたり、相談をしたり、情報提供を受けたりする場で、子育てひろば、子

育てサロン等と呼ばれています）を利用していますか。次の中から、利用されているものに○を

つけてください。また、おおよその利用回数（頻度）をご記入ください。

　1.　子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）を利用している

　5．自分がサービスの対象者になるのかどうか
　　  わからない

８．その他

　４．利用料がかかる ９．特に理由はない

今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数を増やしたいと思いますか。

希望がある方は枠内に数字をご記入ください。

　1.　子育て支援拠点事業（親子が集まって過ごしたり、相談をする場）を利用したい

問20で「2.  利用していない」を選んだ方にお伺いします。

現在利用していない理由はどのようなことですか。次の中からもっともあてはまるものを１つだ
け選んで○をつけてください。

７．サービスの利用方法（手続き等）が
　　わからない

　３．地域のサービスの利便性（立地・開催時間・
　　　日数等）が悪く利用しづらい

11｡すべての方にお伺いします。
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問22

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

問23

希　望

　1.　仕事時間の優先 5.　どちらかといえば家事（育児）時間を優先

　2.　どちらかといえば仕事時間の優先

　3.　仕事と家事(育児）を同時に重視

　4.　家事（育児）時間を優先

現　実

　1.　仕事時間の優先 5.　どちらかといえば家事（育児）時間を優先

　2.　どちらかといえば仕事時間の優先

　3.　仕事と家事(育児）を同時に重視

　4.　家事（育児）時間を優先

問24 あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じ

子育て支援サービスの認知度・利用度についてお伺いします。

7.　どちらかといえばプライベートを優先

8.　その他（　　　　　　　　　　　）

6.　プライベートを優先

7.　どちらかといえばプライベートを優先

8.　その他（　　　　　　　　　　　）

6.　プライベートを優先

下記のサービスを知っていたり、これまでに利用したことはありますか。また、今後、利用した
いと思いますか。サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについて、「はい」、「いいえ」のどちら
かに○をつけてください。

項　　　　目
Ａ Ｂ Ｃ

知っている
これまでに利用
したことがある

今後利用したい

①母親学級、両親学級

②新生児訪問指導事業

③保育園や幼稚園の園庭等の開放

④児童館

⑤子育ての総合相談窓口
（子ども家庭支援センター）

⑥ふっさ市子育てハンドブック

⑦育児支援家庭訪問事業

⑧認可外保育所利用者補助

⑨なかよしクラブ

⑩おむつ専用ごみ袋の無料配布

子育て全般に関することについてお伺いします。

あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」の優先度につ
いてお伺いします。「希望」と「現実」それぞれについて、あてはまる答えの番号に１つだけ○
をつけてください。
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５．わからない

問25

問26

★ 最後に、市の子育て支援策に関するご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。

あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感じ
ることが多いと思いますか。解答欄の中から１つ選んで○をつけてください。

　5.　妊娠・出産に対する支援

　3.　友人・知人・近所の人 　9.　保健センター・保健所

　2.　祖父母

あなたが、子育ての不安や悩みを解消するための相談相手や手段は、主にどれですか。解答欄の
中から必要なもの上位3つ以内を選んで○をつけてください。

　1.　父親・母親（あなたの配偶者） 　7.　保育園、幼稚園

　11.　特別な支援を要する児童への支援

　6.　母親・乳児に対する安心感

　３.　辛いと感じることの方が多い

　１.　楽しいと感じることの方が多い 4.　その他
　　（　　　　　　　　　　　　　）

　２.　楽しいと感じることと、辛いと感
　　じることが同じくらいある

　6.　子ども家庭支援センター 　12.　その他（　　　　　　　　　　　　）

　5.　民生・児童委員 　11.　どこに相談してよいかわからない

　4.　子育て中の仲間 　10.　インターネットによる情報

子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。解答欄の中から必要なもの
上位3つ以内を選んで○をつけてください。

　3.　子育て支援のネットワークづくり 　9.　仕事と家庭生活の両立

　１．地域における子育て支援の充実 　7.　子どもの教育環境

　2.　保育サービスの充実 　8.　子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

　まことに恐縮ですが、この調査票は、2月28日（土）までに返信用封筒にてご返送ください
ますようお願いいたします。

　たくさんの面倒な質問にお答えいただき、ありがとうございました。

　8.　児童館

　12.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　4.　地域における子どもの活動拠点の充実 　10.　子どもを対象にした犯罪・事故の軽減
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福生市 子育てに関するアンケート調査票 

（就学児童用） 

 
皆様には、日ごろより市政に御理解と御協力を賜り誠にありがとうございます。 
さて、本市では、平成 17 年度から次世代育成支援行動計画（前期）に基づき「子育ての

喜びが実感できるまち」を基本理念として、子育て支援のための施策を実施しております。 
 この計画は、目まぐるしい社会情勢の変化や子どもを取巻く環境の変化等に迅速に対応

していくために、平成 21 年度に計画の見直しを行い、平成 22 年度から平成 26 年度まで

の 5 年間を後期計画として策定することが義務付けられています。このため、後期行動計

画の策定に向けて、子育てをされている皆様に子育てに関する生活実態や御意見などにつ

いてお伺いすることを目的に、この調査を実施することといたしました。 
調査票の質問が多く、回答の際にはお手数をおかけしますが、なにとぞ趣旨を御理解い

ただき、御協力くださるようお願いいたします。 
 
平成 21 年 2 月 

福生市長 加 藤 育 男 
                                       

 
 

１ この調査票の対象者 

小学校 1 年生から３年生までの児童とその保護者（児童６００人無作為抽出） 
※調査票への記入は保護者の方が行ってください。 

 
２ 回答方法等 

(1) あてはまる回答の番号に○をつけてください。質問によっては、数字などを記入

していただくものもあります。 
(2) 調査票の記入にあたっては、平成 21 年 1 月 1 日時点での状況を基準にしてくだ

さい。 
(3) 同封した封筒で平成 21 年 2 月 28 日(土)までにご返送ください。（切手不要） 

 
３ プライバシーの保護等について 

本調査の回答は無記名のため、個人が特定されることはありませんのでプライバ

シーは確実に守られます。 
回答にあたって、お答えになりたくない項目については、無理にお答えいただく

必要はありません。また、そのことによって不利益を受けるようなことは一切あり

ません。 
 

４ 集計結果について 

集計結果につきましては、平成 21 年 8 月から市役所・図書館・ホームページ等

でご覧いただけます。 
 

５ お問合せ先 

福生市役所 子ども家庭部 子ども育成課 （電話５５１－１７３３） 



問1 封筒のあて名のお子さんの生年月をお伺いします。

年 月　生まれ

問2

人 末子の年齢 歳

問3

　1.　父母同居 　4.　祖父同居

　5.　祖母同居 　6.　祖父近居 　7.　祖母近居 　8.　その他

問4

　１.　日常的に祖父母等の親族に預かってもらえる

　２.　緊急時もしくは用事の際には、祖父母等の親族に預かってもらえる

　３.　日常的に子どもを預けられる友人・知人がいる

　４.　緊急時もしくは用事の際には、子どもを預けられる友人・知人がいる

　５.　いずれもない

問4-1

　１.　祖父母が孫を預かることについては、特に問題はない

　２.　祖父母の身体的負担が大きく心配である

　３.　祖父母の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

　４.　自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

　５.　その他

問4-2

　1.　友人・知人に預かってもらうことについては、特に問題はない

　２.　友人・知人の身体的負担が大きく心配である

　３.　友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

　４.　自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

　５.　その他

問5

平成

問4-1は、問４で「1.」または「2.」を選ばれた方にお伺いします。あてはまる答えの番号
すべてに○をつけてください。

祖父母に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号すべてに
○をつけてください。

問4-2は、問４で「3.」または「4.」を選ばれた方にお伺いします。あてはまる答えの番号
すべてに○をつけてください。

友人や知人に預かってもらっている状況について、お伺いします。あてはまる答えの番号すべ
てに○をつけてください。

１｡封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。

封筒のあて名のお子さんを含め、お子さんは何人いらっしゃいますか。また、２人以上いらっ
しゃる場合、末子の年齢（平成21年4月1日現在の年齢）をご記入ください。

あて名のお子さんとの同居・近居（概ね30分以内程度に行き来できる範囲）の状況についてお
伺いします。続柄はあて名のお子さんからみた関係です。あてはまる答えの番号すべてに○を
つけてください。

日頃、お子さんを預かってもらえる人はいますか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけて
ください。

　2.　父同居(ひとり親家庭) 　3.　母同居(ひとり親家庭)

あて名のお子さんの身の回りの世話などを主にしている方として、あてはまる答えの番号に１
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　1.　主に父親 ２．主に母親 ３．主に祖父母 ４．その他

問6

（１）父親　【母子家庭の場合は記載不要】

　1.　就労している（フルタイム；育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない

（2）母親　【父子家庭の場合は記載不要】

　1.　就労している（フルタイム；産休・育休・介護休業中は含まない）

→

　2.　就労している（フルタイムだが産休・育休・介護休業中）

　3.　就労している（パートタイム、アルバイト等）

→ 就労時間についてお伺いします。

→ フルタイムへの転換希望がありますか。

　4.　以前は就労していたが、現在は就労していない

　5.　これまでに就労したことがない

２.封筒のあて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。

現在の就労状況を（自営業、家族従事者含む）お伺いします。あてはまる答えの番号に１つだ
け○をつけてください。併せて、〔　　　〕に数字の記入をお願いします。

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

【　1週当たり〔　　  　〕時間、帰宅時間　〔　　　　　〕時　　】　

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】

【　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③　希望はない　】

１週当たりの平均の就労時間・働いている日の平均的な帰宅時間についてお伺いします。

【　1週当たり〔　　  　〕時間　　・　　帰宅時間　〔　　　　　〕時　　】　

【　①　希望がある　　　　②　希望があるが予定はない　　③　希望はない　】

【　1週当たり〔　　  　〕日　　・　　1日当たり〔　 　 　〕時間　　】

つだけ○をつけてください。続柄は宛名のお子さんから見た関係です。
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問7

　1.　有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）

　2.　有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）

　3.　無

問7-1

　1.　フルタイムによる就労

　2.　パートタイム、アルバイト等による就労（１週当たり〔　　〕日・1日当たり〔　　〕時間）

問7-2

　1.　学童クラブなどのサービスが利用できれば就労したい

　2.　働きながら子育てできる適当な仕事がない

　3.　自分の知識、能力にあう仕事がない

　4.　家族の考え方(親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていない

問7-3 あて名のお子さんも含めて末子が何歳になったときに就労を希望されますか。

歳になったとき

（→　問7-1へ）

（→　問8へ）

問7-1及び問7-2は、問7で「1.有（すぐにでも若しくは１年以内に希望がある）」、「2.
有（1年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」を選ばれた方にお伺い
します。

問7-3は、問7で「2.有（１年より先で、子どもがある程度大きくなったら就労したい）」
を選ばれた方にお伺いします。

就労希望の形態はどのようなものですか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてくださ
い。（パート、アルバイトを希望の方は１週当たり日数及び１日当たり時間も記入してくださ
い。）

就労希望がありながら、現在働いていない理由は何ですか。もっとも近い答えの番号に１つだ
け○をつけてください。

　5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

母親の就労希望はありますか。あてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。

問７は、問６の「（２）母親」で「4.　以前は就労していたが、現在は就労していない」ま
たは「5.これまでに就労したことがない」を選ばれた方にお伺いします。該当しない方は、
問８へお進みください。

（→　問7-1へ）
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問8

　1.　利用している

　2.　利用していない

問8-1

　週
1.　ある

2.　ない

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　1.　現在就労している

　2.　就労予定がある／求職中である

　3.　家族・親族などを介護しなければならない

　4.　病気や障害を持っている

　5.　学生である

問8-2

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　1.　現在就労していないから

　2.　就労しているが、学童クラブを知らなかったから

　3.　就労しているが、近くに学童クラブがないから

　4.　就労しているが、学童クラブに空きがないから

　5.　就労しているが、学童クラブの開所時間が短いから

　6.　就労しているが、育成料がかかるから

　7.　就労しているが、子どもは放課後の習い事をしているから

　8.　就労しているが、放課後の短時間ならば、子どもだけでも大丈夫だと思うから

　9.　就労しているが、他の施設に預けているから

３.学童クラブの利用についてお伺いします。

あて名のお子さんについて、現在、学童クラブを利用していますか。あてはまる答えの番号に
○をつけてください。
【学童クラブ････保護者の就労等により、放課後、帰宅しても保護者がいない児童（主に小
学１～4年生）に遊びや生活の場を提供するものです。小学校区すべてで開設されており、
月～金曜日（放課後～18時）、土曜日、夏休みなどの長期休業日等（8時30分～18時）に
実施しています。利用に際しては、育成料（４,０００円／月）が必要です。】

（→　問8-1へ）

上記の問で「１. 利用している」を選ばれた方にお伺いします。あて名のお子さんについて、学
童クラブの利用日数はどれくらいですか。また、利用していらっしゃる理由について、あては
まる答えの番号に１つだけ○をつけてください。

　6.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

上記の問で「2. 利用していない」を選ばれた方にお伺いします。利用していない理由につい
て、もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○をつけてください。

10.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（→　問8-2へ）

日くらい　　→　うち土曜日の利用
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問8-3

　1.　利用したい 　　→　週

　2.　今後も利用しない

問8-4

　お子さんの身の回りの世話を主にしている方が

　1.　現在就労している

　2.　就労予定がある／求職中である

　3.　そのうち就労したいと考えている

　4.　家族・親族などを介護しなければならない

　5.　病気や障害を持っている

　6.　学生である／就学したい

　7.　就労していないが、子どもの教育などのために預けたい

問8-5

　1.　意向がある　　　→ 週

　2.　意向がない

問9

　1.　学童クラブを利用したい

小学

　2.　ふっさっ子の広場を利用したい

　3.　学習塾や習い事にいかせたい

　4.　利用を希望するサービスは特にない

　5.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　日くらい

日くらい

     年生まで利用したい

問8で「2. 利用していない」を選ばれた方にお伺いします。あて名のお子さんについて、今
後、学童クラブを利用したいとお考えですか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。

あて名のお子さんについてお伺いします。小学４年生以降の放課後の過ごし方について、どの
ようなことを望みますか。あてはまる答えの番号に○をつけてください。

（1.を選ばれた方）→

1.　ある

2.　ない

うち土曜日の利用希望

今後、学童クラブを利用したい理由について、もっともあてはまる答えの番号に１つだけ○を
つけてください。

　8.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

学童クラブと連携して行うサービスとして『ふっさっ子の広場』がありますが、その利用する
意向についてお伺いします。あてはまる答えの番号に○をつけてください。
【ふっさっ子の広場････保護者の就労等にかかわらず、児童（1年～6年生）が放課後等に通
学している小学校の施設を利用して、安全に過ごせる場を無料で提供します。実施日は、月
～金曜日（放課後～17時）で、土・日曜日は実施しておりません。夏休みなどの長期休業日
等は、午後1時からの開所となります。平成21年度中には市内全ての小学校で実施が予定さ
れています。】
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問10

　1.　あった

　2.　なかった

問10-1 問10-2

日　

日　

日　

日

日

日

日

日

日

7. ほっとサービスにお願いした
　（地域住民による子どもの預かりサービス）

できれば施設等に預けたい　　　　　　日

この１年間の、お子さんが病気やケガで学校を休んだ場合の対処方法として、仕事を休んだ日数はど
れくらいありましたか。父親、母親等それぞれについてお答えください。

（半日程度についても１日とし
てカウントしてください。）

４.あて名のお子さんの病児・病後児の対応についてお伺いします。

この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで学校を休まなければならなかったことはあり
ますか。

4. 就労していない保護者がみた

2. 母親が休んだ

3.(同居者を含む）
 親族・知人に
 預けた

この１年間の対処方法とそれ

ぞれの日数は概ね何日です

か。あてはまる答えの番号す

べてに○をつけ、それぞれの

日数を記入してください。

「父親または母親が休んだ」、「親族・知人に預け
た」欄に回答された方に伺います。その際、できれ
ば施設に預けたいと思われた日数はどれくらいあり
ますか。枠内に日数を記入してください。

1. 父親が休んだ

（→　問11へ）

9. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

8. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた

（→　問10-1,2へ）

5. 病後児の保育サービスを利用した
　（保育園で実施しているサービスを含む）

6. ベビーシッターを頼んだ
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問11

　1.　ある　→　年間 日

（理由別）

日

日

日

　2.　ない

問12

月に

問13

　1.　あった（預け先が見つからなかった場合を含む）

　2.　なかった

問13-1 問13-2

泊　→

泊

泊

泊

泊

日くらい

（→　問14へ）

※ショートステイ事業を実施し
ている施設、認可外保育施設、
ベビーシッターなど

5. その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

4. 仕方なく子どもだけで留守番をさせた

1.非常に困難 2.どちらかというと困難 3.特に困難ではない

６.すべての方に、あて名のお子さんの宿泊を伴う一時保育についてお伺いします。

この１年間で、私用（買物、習い事、スポーツ、会合、美容院など）やリフレッシュ目的、冠

婚葬祭や子どもの親の病気、あるいは就労のため、お子さんを家族以外の誰かに一時的に預け

たことはありましたか。（半日程度についても１日としてカウントしてください）

　③ 就労

今は一時保育を利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やし
たいと思いますか。希望がある方は枠内に数字をご記入ください。

５.すべての方に、あて名のお子さんの一時保育についてお伺いします。

　① 私用（買物、習い事等）、
　　リフレッシュ目的

　② 冠婚葬祭、子どもの親の病気

（→　問13-1,2へ）

この１年間に、保護者の用事などにより、あて名のお子さんを泊まりがけで家族以外に預けな
ければならないことはありましたか。

2. 保育サービス（※右下注）を利用した

3. 仕方なく子どもも同行させた

その場合の困難度はどの程度でしたか。（あてはま
る答えの番号１つに○をつけてください。）

1.(同居者を含む)
 　親族・知人に
 　預けた

この１年間の対処方法とそれ
ぞれの宿泊数は概ね何日です
か。あてはまる答えの番号す
べてに○をつけ、それぞれの
日数を記入してください。

7



問14 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　1．子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

　2．祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している

　3．親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

　4．その他の目的で利用している

月に １回あたり

問15

月に

問16

　1.　利用している

　2.　利用していない

問16-1 どのような目的で利用していらっしゃいますか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。

　1.   子どもの病気・ケガ等の緊急時に利用している

　2.   祖父母や近所の人・友人等に預かってもらえないときに利用している

　3.   親の冠婚葬祭等や買い物等の外出の際に利用している

   4.　保育施設等の送り迎えに利用している

　5.  その他の目的で利用している

問16-2 どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。

月に １回あたり

問16-3 利用日数・回数を増やしたいと思いますか。希望がある場合は枠内に数字をご記入ください。

月に

問16-4 今は利用していないが、できれば利用した方は、枠内に数字をご記入ください。

月に

時間くらい

時間くらい

日くらい

日くらい

【ほっとサービス…子育ての手助けをしてほしい人（利用会員）と、子育てのお手伝いをし
たい人（提供会員）が会員登録し、お互いに助け合う相互援助組織です。主な活動は、子ど
もの一時的な預かりや保育園への送迎等です。利用に際しては、利用料が必要です。】

日くらい 時間程度

ほっとサービスを利用していますか

（→　問16-1, 2, 3へ）

問14-1　どれくらいの頻度で利用していらっしゃいますか。枠内に数字をご記入ください。

時間程度

7.ベビーシッターを利用していらっしゃる方にお伺いします。

（→　問16-4へ）

８.すべての方に、ほっとサービスの利用についてお伺いします。

今は利用していないが、できれば利用したい、あるいは、利用日数・回数を増やしたいと思い
ますか。希望がある方は枠内に数字をご記入ください。
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問17

希　望

　1.　仕事時間の優先 5.　どちらかといえば家事（育児）時間を優先

　2.　どちらかといえば仕事時間の優先

　3.　仕事と家事(育児）を同時に重視

　4.　家事（育児）時間を優先

現　実

　1.　仕事時間の優先 5.　どちらかといえば家事（育児）時間を優先

　2.　どちらかといえば仕事時間の優先

　3.　仕事と家事(育児）を同時に重視

　4.　家事（育児）時間を優先

問18

５．わからない

問19

９.すべての方に、子育て全般に関することについてお伺いします。

あなたの生活の中で、「仕事時間」と「家事（育児）・プライベートの生活時間」の優先度に
ついてお伺いします。「希望」と「現実」それぞれについて、あてはまる答えの番号に１つだ
け○をつけてください。

あなたは、自分にとって子育てを楽しいと感じることが多いと思いますか。それとも辛いと感
じることが多いと思いますか。解答欄の中から１つ選んで○をつけてください。

　１.　楽しいと感じることの方が多い 4.　その他
　　（　　　　　　　　　　　　　）

　２.　楽しいと感じることと、辛いと感
　　じることが同じくらいある

　３.　辛いと感じることの方が多い

子育てをする中で、どのような支援・対策が有効と感じていますか。解答欄の中から必要なも
の上位3つ以内を選んで○をつけてください。

　１．地域における子育て支援の充実 　7.　子どもの教育環境

　10.　子どもを対象にした犯罪・事故の軽減

　5.　妊娠・出産に対する支援 　11.　特別な支援を要する児童への支援

　2.　保育サービスの充実 　8.　子育てしやすい住居・まちの環境面での充実

　3.　子育て支援のネットワークづくり 　9.　仕事と家庭生活の両立

6.　プライベートを優先

7.　どちらかといえばプライベートを優先

8.　その他（　　　　　　　　　　　）

6.　プライベートを優先

7.　どちらかといえばプライベートを優先

8.　その他（　　　　　　　　　　　）

　6.　母親・乳児に対する安心感 　12.　その他（　　　　　　　　　　　　　　　）

　4.　地域における子どもの活動拠点の充実
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問20

　8.　民生・児童委員

　9.　インターネットによる情報

　10.　医師

　13.　その他（　　　　　　　　　　　　　　）

★ 最後に、市の子育て支援策に関するご意見・ご要望がありましたら、自由にご記入ください。

　6.　保健センター・保健所

　7.　子ども家庭支援センター

　4.　教育相談 　11.　児童館

　5.　友人・知人・近所の人 　12.　どこに相談してよいかわからない

　2.　祖父母

あなたが、子育ての不安や悩みを解消するための相談相手や手段は、主にどれですか。解答欄
の中から必要なもの上位3つ以内を選んで○をつけてください。

　たくさんの面倒な質問にお答えいただき、ありがとうございました。

　まことに恐縮ですが、この調査票は、2月28日（土）までに返信用封筒にてご返送くださ
いますようお願いいたします。

　3.　学校

　1.　父親・母親（あなたの配偶者）
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